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１【提出理由】

　当社は、平成28年８月25日開催の取締役会において、子会社取得を行うことを決議いたしました。当該子会社取得

が特定子会社の異動にあたるため、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19

条第２項第３号及び第８号の２の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

　なお、本臨時報告書は、異動を当社が決定した日である平成28年８月25日以降に遅滞なく提出すべきものでした

が、本日まで未提出となっておりましたので、今般、提出するものであります。

 

２【報告内容】

１．特定子会社の異動について（企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第３号に基づく報告）

(1）当該異動に係る特定子会社の名称、住所、代表者の氏名、資本金の額及び事業の内容

　①　名称　　　　　 協栄ビル管理株式会社

 ②　住所　　　　　 京都府京都市中京区寺町通夷川上る久遠院前町675－1

 ③　代表者の氏名　 代表取締役　丸岡　英枝

 ④　資本金の額　　 39百万円

 ⑤　事業の内容　　 建築物総合サービス業

(2）当該異動の前後における当社の所有に係る当該特定子会社の議決権の数及び当該特定子会社の総株主等の議決権

に対する割合

 ①　当社の所有に係る当該特定子会社の議決権の数

     異動前　　 ― 個

     異動後　　39,666個

 ②　当該特定子会社の総株主等の議決権に対する割合

     異動前　　 ― ％

     異動後　　 100％

(3）異動の理由及びその年月日

 ①　異動の理由

 当社が協栄ビル管理株式会社の全株式を取得し連結子会社化しました。同社の純資産額が当社の純資産額の

100分の30以上に相当するため、同社は当社の特定子会社に該当することとなりました。

 ②　異動の年月日

平成28年10月12日

 
２．子会社取得の決定について（企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第８号の２に基づく報告）

(1) 取得対象子会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

　①　商号　　　　　 協栄ビル管理株式会社

　②　本店の所在地　 京都府京都市中京区寺町通夷川上る久遠院前町675－1

　③　代表者の氏名　 代表取締役　丸岡　英枝

　④　資本金の額　　 39百万円

 ⑤　純資産の額　　 1,344百万円(平成28年７月31日現在)　

　⑥　総資産の額　　 1,665百万円(平成28年７月31日現在)

 ⑦　事業の内容　　建築物総合サービス業

(2）取得対象子会社の最近３年間に終了した各事業年度の売上高、営業利益、経常利益及び純利益

　                                                                             （単位：百万円）

決算期 平成26年７月期 平成27年７月期 平成28年７月期

売上高 2,141 2,166 2,172

営業利益 2 25 51

経常利益 59 60 88

当期純利益 17 41 54
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(3) 取得対象子会社の当社との間の資本関係、人的関係及び取引関係

   当社と取得対象子会社との間には、記載すべき資本関係、人的関係及び取引関係はありません。

(4) 取得対象子会社に関する子会社取得の目的

京都市に本社をおく協栄ビル管理株式会社は、１９６５年の会社設立以来、高品質なサービスを提供するこ

とで、お客様の高い信頼を得つつ安定した経営を続け、事業を拡大してまいりました。

　本件株式取得により、当社グループ事業と連携・融合を進めることで、安定的な経営基盤の確立、業務の効

率化、新規営業での営業力の強化を進めることで、より一層の業容拡大が図れるものと判断しました。

(5) 取得対象子会社に関する子会社取得の対価の額

   協栄ビル管理株式会社の株式　 1,600百万円
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